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I.はじめに

大野弁吉は現・金沢市大野町に天保3年(1832)頃

に京都から移り住み，からくり人形など多くの細工

品を製作し，さらに絡繰り芝居の興行も行っていた

人物である。ところが弁吉の履歴には謎の部分が多

く，殆どが未解明のままになっている。弁吉につい

ては，最初，鏑木(1954)が「銭屋五兵衛の研究」

に記載した事柄一伝説が基となり，永井，立川，小

林，本康等が従来の伝説的な履歴を継承して記述し

ていた（永井,1938;立川,1969;小林,1991;鈴

木,1994;本康,2007)。その内容を示す弁吉の史料

は全く示されて居なかった。昨年，筆者は先に弁吉

の唯一の著作である「一東視窮録製薬上」(1)に記

載された"医薬品関係の項目”の調査･研究を行い，

総てが漢方薬に関する記述であることを報告した

（板垣・本康,2014)。この事は，弁吉が長崎に行っ

て蘭学を学んだとする従来の伝説を否定するもので

あった。ついで，本史料に記載された“舎密学関係

事項”に記載された内容を調査・研究した。その結

果,舎密学関係事項の殆どが,宇田川椿巷編著の｢舎

密開宗｣(2)に記載されていることを確認した(板垣，

2015a)。加賀藩では「舎密開宗」を安政4年(1857)

5月に,壮猶館で購入して同文庫に架蔵していたこと

（板垣,2011),さらに弁吉が壮猶館から舎密局の助

手としての採用の誘いがあったこと(3)から，弁吉は

壮猶館に出向き，「舎密開宗｣全17巻を閲覧していた

ことが明らかとなった。「一東視窮録製薬上｣に掲

載の総ての化学器機及び装置の図は，「舎密開宗｣に

掲載の図を書き写したものであった(板垣,2015a)。

さらに，「一東視窮録製薬上」に記載の「エレキテ

ル」および，石川県立歴史博物館に収蔵された「エ

レキテル」についての調査・研究を行った。このエ

レキテルは，その構造から「感応コイルを持つ誘導

電気発生器」であり，誘導電気治療器であった（板

垣,2015b)。加賀藩は安政5年頃に長崎で,G

Rombouts,BijdragetotdeKennisderVerschillende

ElektrischeStroomen,1857を購入した。本書は「エレ

キテル教本」である。本書は安政5年（1858）の蘭書

注文リスト5（永積，1998）に同書名が記載されてお

り，同年に購入されていた。本書は金沢大学附属図

書館･医学部図書館及び国会図書館に各1冊が架蔵さ

れた電気治療器に関する稀観書である。壮猶館の医

師達の指導により，弁吉はこの誘導電気型電気治療

器を製作したと推定される（板垣,2015b)。

この様に確実な史料を基に，「一東視窮録製薬

上」を解読することは，弁吉の正しい経歴を読み解

くためには必要不可欠である。

本稿では本史料に記載された絡繰り人形について

の関係事項の調査・研究を行った結果を記載する。

弁吉が若い時に京都で竹田からくり細工を修業した

と言われていたが，先ず此の点の検証を試みこれが

誤りであることが明らかとなった｡小林は，「細川半

蔵頼直の「機巧図彙」の茶運び人形製作図と弁吉の

『一東視窮録製薬上」の同人形の図は，ほぼ同一

のものと考えられる」と記述している(小林,1991)。

さらに本康は「茶運人形之図」と「機巧図彙」のそ

れとは「さきに指摘したように調速機の位置など細

部の機構に若干の相違がみられ」こうした点にも弁

吉の創造性の片鱗がみてとれると記述している（本

康,2007)。また，鈴木も「人形の内部の構造は他の

茶運び人形等とほぼ同じである」と記している（鈴

木，1994)。

所がいずれの論考においても弁吉と半蔵の作品を

詳しく比較した考察をしていなかった。今回は弁吉

の代表的作品である三番里人形についても，その構

造と衣装について詳しく調査して，その結果を記述

した。

また，本史料に記載された兵学関係の図面一大砲

と弾丸一についても調査し，これは壮猶館に保存さ

れていた大砲鋳造の「製作図面」であることを指摘

した。これらの調査・研究の成果は大野弁吉の実像

の解明に大きく貢献するものである。

なお，本稿では，石川県立大野からくり記念館は

「記念館」と略記した。

Ⅱ、竹田からくり

大野弁吉が習得した「竹田からくり」はどの様な

ものであったのかの設問には，これまでに解答は与

えられていなかった。弁吉と竹田を結びつけたもの

は，一枚のからくり芝居の興行ポスター（引札）で

あった(4)。詳しくは後に触れるが，安政6年(1859)

に大野町で弁吉が行った「からくり人形芝居」の興

行の許可を御用番年寄衆へ申請していた。それに対

する宮腰町奉行小幡主税からの興行許可を示す書類
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図13「機巧図彙」の人形図（左）と弁吉の人形図（右）での腕首の動きを制御するメカニズム

Fig.13Mechanismsofmovingofarmsandnecksoftea-cupservingdollsmadebyHosokawa(left)andOhno(right)

図14三番要人形．大野弁吉作（記念館収蔵)

Fig.14Sanbasoudoll,amechanicaldoll

playingatraditionalartisticdance

madebyBenkitiOhno.

図15三番聖人形の左側面よりの写真物指

しは身長測定を示す（記念館収蔵)．

Fig.15Left-sideviewofSanbasoudoll.

本体のサイズは烏帽子を含めて，身長は約37cm

（約11寸2分）であり，肩までは約26cm(約8寸）で

ある。次にこの人形の着衣を除いた内部の構造を示

し各部位のサイズを記載した。

次ぎに各部位のサイズを示す（図16参照のこと)。

一の車（歯車）は径3寸8分(11.5cm)*,歯数64*,

二の車（歯車は径2寸4分(7.3cm)*,歯数32*であ

る。立板は長7寸3厘(22cm),下巾3寸1分(9.4cm),

上巾l寸4分(4.4cm),下板4寸5分×3寸5分(15cmx

11.6cm)(図17,18より）である(*は実測不可能の

ために，「一束視窮録」のデータを記載した)。これ

らのデータは茶運び人形のデータより大きいことを

示し，全身が大きいことが分かる。

前部足下の写真（図17)より，下板の間口は1l.6cm

（3寸8分）である。足袋を履いた足は長さ約5cmで

IIJ2cmである。内部は石膏で，表面は和紙の様であ

る。魁車は直径3cm(約9分),厚さ3mmである。

本体左側面の下部の写真（図18)から，下板の側

面は15cm(4寸9分5厘）である。足輪の直径は9cm

（2寸7分）で，径8mm(2分6厘）の穴が8個ある。
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